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↑安倍首相訪中時の天安門広場  ↓食堂の鶏肉椎茸麺 67円 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2018/12/01 ～ 2018/12/31) 

                                               

１． 勉学の状況 

 

1 月にある期末テストが近くなり、慌ただしくなってきた。現地学生は日頃から長時間勉強し

ているが、一層寸暇を惜しんで勉強している。 

 

・語学科目（中国語スピーキング） 

  同級生は韓国人が最も多く、アジア人と白人の割合はほぼ同じくらいである。日本人以外の

ほとんどは中国語専攻である。そのためやる気に満ち溢れており授業で行うプレゼンもとても

上手である。 

授業は進度が早く、新出の単語やイディオムを沢山覚えなければならない。 

 

・専門科目（法律・政治） 

  期末のため、授業終了が早い授業では授業のまとめや学生の発表を行っている。院生向けの

授業では学生の発表もとても高度である。 

 

２． 生活の状況 

 

 寒さが厳しくなり、昼間でも零

下７度まで下がるようになって

きた。しかし室内は暖気という温

水で部屋を暖める集中暖房が入

っているため、東京よりも過ごし

やすい。  

 

上海とその周辺にある杭州と南

京に旅行に行った。 

 

上海は北京と比べて街の様子が東京に近く、住みやすいと感じた。友人は北京よりも上海に留学

に来れば良かったと言っていた。外国租界時代の名残が強く残っていて、シャンゼリゼ通りかと

見間違えてしまう道もあったりした。  

 

上海の外灘 旧外国租界 
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/1/1 ～ 2019/1/31) 

                                               

１． 勉学の状況 

 

日本の大学よりもひと足早く期末試験が行われた。一学期を終え、履修する授業を選ぶ点での注

意点が分かった。以下はあくまでも個人の見解。 

１、大人数が履修する授業は取ってはいけない。留学生にとっては生徒一人一人に対して

のきめ細かいサポートが重要だからだ。やむを得ず履修する場合は先生と積極的に交

流して存在を認知してもらう必要がある。 

２、成績評価基準がなるべく期末テスト以外（レポートなど）である授業を選ぶ。テスト

一発で評価が決まる形式のものは留学生にとっては酷すぎる。 

３、学部生の場合は院生向けの授業を取らない。講義内容が高度であるか、求められる成

果のレベルが高度である。実体験として、中国語で 4,000 字のレポートを課されたこ

とがある。 

 

 

２． 生活の状況 

 

過去を悔やんでもしょうがないので勉強を一旦

忘れて旅行に出かけた。 

北京→深セン→広州→桂林→昆明→成都→重慶

→西安→北京 

といった周遊旅行だ。 

 

主に高速鉄道や寝台列車を使って移動した。高速

鉄道は日本の新幹線と何も変わらないので新鮮

味はなかったが、日本にはない移動目的としての

寝台列車は乗っていて楽しかった。寝台列車は硬

卧と軟卧の２種類があり、後者がより高級で値段

が２倍ほどする。軟らかいとは名ばかりでそこま

で軟らかくなく硬卧との大きな差はベッドが二

段ベッドになり縦が広くなるのと各部屋にドア

が付くという２点だ。 
寝台列車の硬卧  
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深センは流石東洋のシリコンバレーと呼ばれるだけあってものすごい規模の電気街があり、何に

使うのか見当もつかない部品が売られていた。数多くの IT ベンチャーが鎬を削っていて活気が

ある街だった。ドローン業界最大手の DJI もここにある。 

 

桂林では現地ツアーを利用して川下りをした。

水墨画みたいな景色を見ることができる。現

地ツアーは学生料金だと一人 260 元くらいで

参加できる。 

昆明は市街地には観光地は無く、全て郊外に

あるので上手に日程を組む必要がある。 

 

成都はパンダのふるさとであり、パンダ繁殖

基地がある。飽きるほどパンダを見られる。 

 

成都で感染性胃腸炎を発症してしまったので

重慶ではずっと寝込んでいて観光ができなか

った。50 時間の絶食ののち回復したので西安

では観光できた。 

来月号に続く 

 

深センの夜景  

パンダ繁殖基地  
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海外派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2019/2/1 ～ 2019/2/28) 

                                               

１． 勉学の状況 

 

 成績が出た。留学生に対しては成績のつけ方が甘く、授業にきちんと出てテストに参加さえす

れば単位は貰えるようだ。従って先月の報告書では成績がテストだけで決まる授業はとらないこ

と勧めたが、撤回させていただく。好きな授業を自由に選んでいい。 

 

２． 生活の状況 

 

冬休み中に中国周遊旅行に出かけ、

最終目的地、西安についたところま

では先月の報告書に書いた。西安は

旧名長安で古くは中国の首都だった。

唐の時代には長安を真似て平安京平

城京が造られた。そのため町の様子

は京都に似ていると感じた。大きく

違うところは城壁があるところだ。

町の中心部を守るようにぐるっと一

周されている。 

西安は西遊記の三蔵法師のモデル

となった玄奘三蔵がインドから経典

を持ち帰った場所でもある。翻訳作

業を行った大慈恩寺には大雁塔があり今では町のシンボルとなっている。旧正月のときに行った

のだが大雁塔の周りは尋常じゃなく混んでいた。周辺には大型ショッピングモールや現代唐人街、

大唐芙蓉園（唐の時代をイメージしたテーマパーク）など観光スポットが集まっている。 

中国では旧正月を盛大に祝い、日本の正月とは盛り上がりが桁違いだ。町に人と活気が溢れて

いる。皆実家に帰るので、北京など大都市はゴーストタウンと化すそうだ。旧正月の前後は鉄道

の切符は取りにくくなり、飛行機の値段は普段の何倍にも跳ね上がる。 

 

冬休みが終わり新学期が始まった。友達が数人帰国し、新入生がやってきた。前学期は交友関

係が狭すぎたので今学期は中国人や外国人留学生と数多く付き合っていきたい。 

大唐芙蓉園 



A4-2 
 

ver.2 
 

 

 



A4-2 
 

ver.2 
 

 

 

トヨタ社長とツーショットを撮っている様子

河野外相と王毅外相


